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要旨： 
 

 真核生物は、DNAをクロマチン構造により核内に収納している。京都大学の
山中教授が発見した4つの転写因子によるヒト皮膚細胞の人工多能性幹細胞
(iPS)への移行は、遺伝情報がこれら因子の引金によってリプログラムされるこ
とを明らかにし、将来の再生医療や創薬研究への大きな可能性を開いた。この

リプログラミングの事実は、クロマチン構造変換と転写が協調的に制御を受け

ていることを示している。さらに興味深いことに、最近米国MITのRichard Young
教授が細胞の分化や脱分化の決定には、その決定に必須である限られた数の遺

伝子にマスター遺伝子、コヒーシンとメディエーター複合体の３者が決定的な

役割を果たすことを明らかにした。我々の研究しているメディエーター複合体

は 30 個のサブユニットからなる巨大複合体で、2 つのキナーゼサブユニット
CDK8とCDK19がRNAポリメラーゼ II をリン酸化することにより活性化する。
本セミナーでは、これらCDKがクロマチン制御に関わる複数因子と相互作用し
て協調的に機能しているという我々の研究室の最近の知見を紹介したい。  
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＊TSMMセミナーは、フロンティア医科学専攻（修士）｢医科学セミナーII｣（担当：久武 幸司）、生

命システム医学専攻＆疾患制御医学専攻（博士）｢最先端医学研究セミナー｣（担当：熊谷 嘉人、武
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